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第１回 千川小学校跡地の活用を考える会 会議録  

 
（副区長） 
  千川小学校跡地の活用を考える会について、前回の 7 月 14 日には会則案をお示しし
た。本日は会則案にご意見を頂き、会のメンバーを固めたい。 
次に、ユニット型特養ホームの見学についてもご提案したい。ユニット型の特養ホー
ムは、23区内では世田谷区と新宿区などがある。新宿区の特養ホームを見学したい。 
  また、特養ホームの設置・運営に関心がある事業者を先に調査把握することをご了承
頂きたい。 
（施設計画課長） 
 ＜会則案を説明＞ 
（副区長） 
  各構成団体からの選出は本日出席している方を中心に 2名程度でお願いしたい。但し、
会への参加についてはテーマに応じて柔軟に出席して頂く。 
  部会については、公園の防災機能の検討等を想定している。 
  会の目的について再度確認させて頂くが、区が特養ホーム、保育園、公園を整備する
にあたり、周辺の快適な環境の確保や地域に開かれたまちづくりを、官民で協力して進
めることを目的としてこの会を設置する。 
  会長職の選出について、いかがするか。 
 
（委員Ｆ） 
  千登世橋の複合施設の運営は公平に行われている。 
  この会は施設を作るまでの会なのか。 

開催日時
場  所 

平成２２年９月１日（水）１９：００～２０：００ 旧千川小学校１階こどもクラブ室 

参加者 

海保会長、柿沼副会長、米田副会長、水島副会長（副区長） 

大野、斉藤、坂本（總）、大橋、西島、宮島（俊）、岡崎、宮島（明）、村山、池田、 

 二木、染谷、田中施設計画課長 

 

オブザーバー：矢作学習・スポーツ課長、岡安福祉総務課長、小花保育園課長、 

石井公園緑地課長、石井道路管理課長、園田建築指導課長          

配布 

資料 

【豊島区】 

・千川小学校跡地の活用を考える会 会則案 

・特養ホーム記事（朝日新聞 8月 27 日号） 

【要町三丁目町会】 

 ・「千川小学校跡地の活用を考える会」発足にあたり 

 ・会則修正案 
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（副区長） 
  運営に関することまで関わって頂きたい。会則も「施設整備が終了するまで」とさせ
て頂いた。 
（副会長Ｂ） 
  会則案の修正について、要町三丁目町会と利用者協議会での意見を取りまとめたので
配布し、ご説明させて頂く。 

  千川小学校跡地の活用により、地域が活性化され、将来にわたり地域社会の文化・伝統
を継承していけるよう、行政との協働により基本構想をとりまとめていきたい。 
  会則案については、目的と協議事項について、プラン２０１０のパブリックコメント
の回答等を参考に、施設整備等の文言を施設整備計画の検討等に変更したい。 
（委員Ｆ） 
  今のような提案の動きについて、千川二丁目町会に情報は入っているのか。 
  協力はしたい。 
（副会長Ａ） 
  利用者協議会を通じて、跡地の動向は町会長等へ情報を入れている。 
（副区長） 
  この会は計画を作って終わりでなく、整備が終わるまで関わる会でないと意味がない。 
  それとプラン２０１０の施設を整備することを確認させて頂ければ、会則の変更に異
議はない。 
  会長の選出については、いかがか。 
（副会長Ａ） 
  この地域にずっと関わってこられ、公平な意見をお持ちである要町三丁目の海保町会
長を推薦する。副会長には副区長を推薦する。 
（副区長） 
  海保様で異存はない。ただ、議論が専門的になるので、区が主導する場面が多くなる
ことはご理解頂きたい。短期的に集中して議論したいので、召集は区が行いたい。 
（副会長Ａ） 
  それは了承した。しかし、区のお祭り等地域の行事もあるので、召集は少なくとも１
０日前に連絡してほしい。 
（副区長） 
  会長は海保様としたい。＜拍手により了承される＞ 
  副会長は私のほか、Ｂさんではいかがか。 
（副会長Ｂ） 
  仕事を持っているので、副会長はもう１名つけてほしい。 
（副会長Ａ） 
  それでは、私も副会長に入る。 
（副区長） 
  2件目の案件だが、高田馬場から徒歩 10分程度の場所にある、開設２年目の 100人規
模のユニット型の特養ホームを見学したい。 
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  9月 18日（土）の午後ではいかがか。 
  跡地にもユニット型特養ホームの整備を考えている。個室がよいのか定員数を多くし
た方がよいのかの議論もある。参考として特養の新聞記事も配布させて頂いた。実際に
ユニット型とはどういうものかを見てみたい。   
（副会長Ａ） 
  18日は都合がつかない。 
（副区長） 
  では、25日（土）の午後の見学も設定するので、どちらかにご参加頂きたい。 
  3 件目の案件だが、保育園の法人の募集は保護者説明の後としても、特養ホームの整
備・運営に関心がある法人について、どれくらいいるかインターネットに載せて調査し
たい。地方からの応募もあると思う。見学する特養ホームの運営法人も栃木県の法人で
ある。 
  また、利用者協議会の方とも別途協議する場を設ける。以上を了承頂きたい。 
（副会長Ｂ） 
  地方の法人が設置した場合、後方病院はどうなるのか。そのあたりも学習したい。 
（福祉総務課長） 
  栃木県の法人は国際医療福祉大学を運営しており、都内に病院も持っており、そこが
後方病院となっている。                            
（副区長） 
  近隣の病院との協定により連携を図っているホームもある。 
（委員Ｈ） 
  現在の旧千川小の利用実態を整理し、利用者協議会や町会、商店会、選挙、消防等の
利用でなにが無くなるのか、なにが継続するのか整理して頂きたい。 
（副区長） 
  今後整理していく。 
（委員Ｆ） 
  区民ひろばについては１小学校区に一つとなっている。旧千川小学校の地区としての
設置も求めていきたい。 
（副区長） 
  建築基準法の枠の中では、跡地にひろばを整備するのは難しい。 
  今後、そのようなご意見について検討していく。 
 

（閉会） 


